
大阪医科大学
学長大槻勝紀

事業趣旨説明

健康寿命をのばす「たかつきモデル」
の創出





大阪医科大学の建学の精神

「医育機関の使命は医学教育と医学研究

であり、またその研究は実地の医療に活か

すことで完成する。」

本学初代理事長 吉津 度



Open Mind
情報の発信と共有化

Globalization
教育研究の
グローバル化

Innovation
今、行うべき改革

Social Contribution
社会貢献活動と
社会的責任

Translational Research
基礎から臨床研究の橋渡しと
Only oneの研究拠点の形成

大阪医科大学 教学改革方針



高槻市との連携協定

これまでの大阪医科大学
• 大学病院が皆様方の市民病院的な役割

• 健康増進を目的とした市民公開講座の開催

これからの大阪医科大学
• 積極的に大学が高槻市と協力して

高槻市民のための健康増進に寄与すべき

高槻市と本学との協定(平成18 年～)
市民のための教育、研究、医療、保健、

まちづくりなどを含む
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１．医工薬連環プロジェクト
（H.21年～文科省の補助事業として開始）
目的：小・中・高の生徒および市民への教育関連事業

２．認知症に関わる多職種人材育成・プロジェクト（H.30予定）
目的：認知症に関わる多職種の人材育成のための

プラットホーム事業
３．食育とオーラルケア・プロジェクト 文科省補助事業

(H29～33年実施) 研究ブランディング
目的：市民への健康増進に関する事業 「タイプA」に採択

本学と高槻市との
共同サステナビリティ事業



平成29年度私立大学研究ブランディング事業

事業名：オミックス医療に向けた口腔細菌叢研究とライフコース

疫学研究融合による少子高齢中核市活性化モデル創

出（タイプA 社会展開型）

事業目的： 高槻市民の健康寿命の延伸を目的とした

「たかつきモデル」の創出

事業形態：産官学共同事業

対象：高槻市民

事業期間：5年

事業規模：2億5,000万円



本事業の目的

地（知）の拠点「高槻」に産官学（高槻商工会議所、

高槻市、大阪医科大学）を中心に高槻市医師会、

歯科医師会や薬剤師会など関係諸機関のご協力

を得て高槻市民の健康増進を目的とした市民参加

型の「たかつきモデル」を創出し、地域社会や住民

に有益な情報を公開し、フィードバックする。



たかつきモデルとは？

１．高齢者の身体的特徴と病気との関連性に関する広報活動

２．市民参加型の健康実態調査

３．健康実態調査から得られた情報の解析
１）健康実態調査に参加された個人への説明と

健康増進プログラムの提供
２）健康実態調査の参加者の追跡調査
３）唾液内細菌叢のゲノム解析

４．高槻市民の健康増進に関わる施策の提言 （高槻市）

５．高齢化に伴う好発疾患における特定口腔内細菌叢の究明
（本学）

６．疫学研究やゲノム解析の成果による製品開発 （産業界）



全身の健康状態歯周炎

咀嚼：かむ力の低下

嚥下：飲み込む力の低下

？

口腔内細菌叢（オーラルフローラ）
唾液内には400～500種類の細菌

？産官学がひとつになって
たかつき市の健康寿命をのばす！

オーラルフレイル



細菌（さいきん）

口腔内細菌叢のメタゲノム解析 未病の診断

口腔ケア（オーラルケア）と予防医学

唾液採取

オーラルケア 全身疾患



「たかつきモデル」 健康調査の様子

歯周組織検査 咬合力検査 唾液採取（ゲノム・メタボローム解析）

頸動脈エコー 認知機能検査 結果説明

於・総合研究棟会議室

採血検査

実施時期（H.29)
一回目：
10月22日～27日
二回目：
11月6～10日



全身の健康状態

噛（か）む力（ちから）

飲み込む力（ちから）
を計測

噛（か）む力（ちから）

舌圧測定「飲み込む力（ちから）」



 男性 53 名 女性 55 名

 年齢 75.5 歳（平均）

 歯の本数 19.9 本（平均）/ 正常32本

 噛（か）む力（ちから） 313 N（平均）/183N

 飲み込む力（ちから） 26 kPa（平均）/21kPa

(日本人65歳以上の前期高齢者：日本医老年歯科学会2016)

中間分析結果



噛（か）む力が強い人は歩行能力を維持できている

歩行能力と歯の関係
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※年齢で調整した結果



認知機能と歯の関係

歯の多い人は認知機能（注意機能）を維持できている
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※年齢で調整した結果

今回実施した認知機能検査
トレイルメイキングテスト

数字を小さい順になぞる検査
速いほど、注意機能が良好



動脈硬化と歯の関係

歯の数が多いと、動脈がやわらかい。

噛（か）む力が強いほど、動脈がやわらかい。

歯が多い人、噛（か）む力が強い人は動脈硬化が進んでいない
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歯の数←少 多→ 最大咬合力←弱 強→

※年齢で調整した結果

動脈の硬さ：baPWV



 年齢 75.5 歳（平均）

 歯の本数 19.9 本（平均）

・噛（か）む力が強いと歩行機能が高い

・歯の数が多いと認知機能が保持されている

・歯の数が多く噛む力が強いと動脈硬化になりにくい

・歯が少ないと腎臓の機能が低い

中間結果のまとめ



（JTRC HPより）

たかつきサスティナビリティ事業
－産官学連携「食育とオーラルケア」プロジェクト－

開催日

臨床第一講堂
10月3日



市民
健康寿命の延伸へ！
「たかつきモデル」
（産官学連携事業）

唾液内細菌叢
のゲノム解析

産 官

学
健康調査やゲノム
解析に基づいた個
別医療の開発

健康寿命に
関わる広報

健康寿命に関わ
る商品や試薬の
開発



医食同源：美味しく食べて健康寿命を延ばしましょう！

御清聴ありがとうございました。
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